
ヤ
モ
ヤ
感
が
募
る
は
ず
で
す
。
そ
こ
で
、

地
理
と
日
本
史
で
異
な
る
視
点
か
ら
糞
の

問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
後
の
展
開
を
通

じ
て
生
徒
が
１
つ
の
事
象
を
多
角
的
に
捉

え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　
日
本
史
で
は
、
糞
尿
の
処
理
・
利
用
の

歴
史
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
巨
大
災
害
や

人
口
減
少
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
糞
尿
処

理
シ
ス
テ
ム
を
考
え
た
。
地
理
で
は
、
性

の
捉
え
方
は
多
様
で
あ
り
、「
身
体
の
性
」

「
心
の
性
」「
対
象
の
性
」
な
ど
が
あ
る
こ

と
を
示
し
た
上
で
、「
外
見
の
性
で
男
女

を
分
け
て
い
る
今
の
ト
イ
レ
は
適
切
か
」

と
、
生
徒
に
問
い
か
け
た
。
地
理
担
当
の

室む
ろ

谷や

洋ひ
ろ

樹き

先
生
は
、
ト
イ
レ
を
切
り
口
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
問

題
を
取
り
上
げ
た
理
由
を
こ
う
語
る
。

　「
多
く
の
生
徒
は
、
外
見
の
性
で
男
女

を
分
け
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
常
識
に
揺
さ
ぶ
り
を

か
け
、
生
徒
が
持
つ
概
念
を
壊
し
、
問
題

に
対
す
る
認
識
を
再
構
築
す
る
体
験
を
さ

せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま
し
た
」

　
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学

類
附
属
高
校
は
、２
０
２
０
年
２
月
、２

年
生
の
文
系
ク
ラ
ス
で
、地
理
・
日
本
史
・

英
語
に
よ
る
教
科
横
断
型
授
業（
全
３
時

間
）を
実
施
し
た
。テ
ー
マ
は
、「『
糞
』
で

考
え
る
循
環
型
社
会
」。誰
も
が
関
係
す
る

問
題
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
で
、生
徒
に

当
事
者
意
識
を
持
た
せ
よ
う
と
考
え
た
。

　
１
時
間
目
は
、
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー

法
（
＊
１
）
の
手
法
で
、
１
ク
ラ
ス
を
２

分
割
し
て
地
理
と
日
本
史
の
授
業
を
そ
れ

ぞ
れ
行
っ
た
。
日
本
史
担
当
の
宮
崎
嵩た

か
ひ
ろ啓

先
生
は
、
授
業
づ
く
り
で
意
識
し
た
点
を

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
社
会
問
題
の
多
く
は
、
複
数
の
要
素

が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
た
め
、
多
角

的
な
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
解
決
策
は
す
ぐ
に
は
見
つ
か

ら
ず
、
む
し
ろ
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
モ

＊１　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。

み
や
ざ
き
・
た
か
ひ
ろ

教
職
歴
3
年
。
同
校
に
赴
任

し
て
４
年
目
。研
究
企
画
部
。

Ｗ
Ｗ
Ｌ
委
員
。

【設定時数】全３時間　【テーマ】未来のトイレのデザインを、地理的（空間的）、歴史的（時間的）視点を踏まえ
て考える　【単元目標】これからの循環型社会について協働して考え、表現する

２年生　地理歴史（地理・日本史）、英語「『糞』で考える循環型社会」概要

時数 内容 授業の流れ

１

Ａ
班

［日本史］
糞尿の処理方法の
歴史を学ぶ

①日常生活における、廃棄物処理の過程を確認
する。
②江戸時代や前近代日本での糞尿の処理方法に
ついて考察する。
③現代の糞尿処理システムについて知る。

Ｂ
班

［地理］
性別によってトイレ
が分かれている理由
をグループで考察

①性別によって分けられている空間を挙げる。
②女子トイレに入ってよい・入ってはいけない
を分ける基準について考察する。
③対象の性・外見の性について考察する。

２
［英語］
リサイクルシステムについ
て理解する

①リサイクルシステムに関する４種類の課題文
を、グループ内で手分けして読み、課題文にタ
イトルをつける。
②グループ内で４種類の課題文の内容を英語で
伝え合うリテリングを行う。
③４種類の課題文の共通点を話し合う。

３
［英語］
リサイクルシステムについ
て理解する

①前時の内容をグループ内で確認（英語リテリ
ング）。
②グループで理想的なトイレについて話し合う
（使用言語：日本語）。
③ワールドカフェ形式でアイデアを共有（使用
言語：英語）。
④元のグループに戻り、他グループのアイデア
を共有（使用言語：英語）。
⑤個人課題：「理想のトイレ」を英語で表現。

＊宮崎先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

写真は、単元の指導計画作成の様子。
左から、地理担当の室谷洋樹先生、
英語担当の真木啓生先生、日本史担
当の宮崎先生。まず、本単元で生徒
に身につけさせたい視点・能力とし
て、「当事者意識」「レジリエンス（弾
力性）」「課題発見／解決能力」の３
点を設定。それらを横断する題材と
して「トイレ」に着目した。そして、
日本史は時間軸、地理は空間軸、英
語は国際軸といった観点から、学習
内容と授業展開を検討した。３人以
外にも様々な教科の教師に相談して
授業づくりをしたという。

多
角
的
な
視
点
か
ら
社
会
問
題
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
教
科
横
断
型
授
業
を
実
施

石
川
県
・
国
立
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学
類
附
属
高
校
　宮
崎
嵩た

か

啓ひ
ろ

事例3

地理・
日本史・英語

問
い
を
工
夫
し
、

生
徒
の「
常
識
」に
切
り
込
む

授
業
の
ね
ら
い
と
内
容

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
◎
設
立
　

１
９
４
７
（
昭
和
22
）

年
　
◎
形
態
　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
　
◎
生
徒
数

１
学
年
約
１
２
０
人
　
◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実

績
（
現
役
の
み
）
国
公
立
大
は
、
東
北
大
、
東
京
大
、

金
沢
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
な
ど
に
53
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立

命
館
大
な
ど
に
延
べ
86
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://partner.ed.kanazaw
a-u.ac.jp/kfshs/
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２
時
間
目
の
英
語
の
授
業
で
も
、
知
識

構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
の
手
法
を
取
り
入

れ
た
。
地
理
を
受
け
た
生
徒
と
日
本
史
を

受
け
た
生
徒
が
混
在
す
る
グ
ル
ー
プ
を
８

つ
作
り
、公
衆
衛
生
や
環
境
な
ど
、
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
４
種
類
の
英

文
テ
キ
ス
ト
を
グ
ル
ー
プ
内
で
分
担
し
て

読
み
、
内
容
を
伝
え
合
う
リ
テ
リ
ン
グ
を

行
っ
た
。
英
語
担
当
の
真
木
啓け

い
せ
い生
先
生
は

そ
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
自
分
が
見
た
映
画
な
ど
に
つ
い
て
友

人
に
話
す
よ
う
に
、
自
分
が
読
ん
だ
内
容

を
英
語
で
伝
え
る
リ
テ
リ
ン
グ
を
行
う
こ

と
で
、即
興
性
を
鍛
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。

そ
の
課
題
文
を
今
回
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
糞
や
ト
イ
レ
へ
の
見

方
が
広
が
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　
そ
う
し
て
、
地
理
・
日
本
史
と
４
種
類

の
英
文
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
だ
多
様
な
パ

タ
ー
ン
の
知
識
や
考
え
を
持
っ
た
生
徒
が

１
グ
ル
ー
プ
に
混
在
す
る
よ
う
に
し
た
上

で
、
３
時
間
目
の
英
語
の
授
業
で
は
、
ま

ず
「
あ
る
べ
き
未
来
の
ト
イ
レ
」
を
日
本

語
で
話
し
合
い
、
１
・
２
時
間
目
で
得
た

知
識
を
出
し
合
い
な
が
ら
言
語
化
し
た
。

　「
社
会
に
出
て
働
く
よ
う
に
な
れ
ば
、

異
な
る
情
報
や
考
え
を
持
ち
、
問
題
意
識

も
様
々
な
人
た
ち
が
、
互
い
に
意
見
を
交

わ
し
な
が
ら
最
適
解
を
見
つ
け
だ
し
て
い

き
ま
す
。
そ
う
し
た
経
験
を
し
て
ほ
し
い

と
考
え
ま
し
た
」（
宮
崎
先
生
）

　
生
徒
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
形
式
（
＊

２
）
で
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、最
後
は
１
・

２
時
間
目
の
授
業
と
他
グ
ル
ー
プ
の
ア
イ

デ
ア
を
踏
ま
え
た
「
理
想
の
ト
イ
レ
」
に

つ
い
て
英
語
で
表
現
す
る
課
題
に
個
々
に

取
り
組
み
、
価
値
観
の
統
合
を
試
み
た
。

　「
英
語
が
得
意
で
は
な
い
生
徒
が
、
発

表
者
に
立
候
補
し
た
姿
を
見
て
、
今
回
の

授
業
に
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

授
業
で
は
、
正
解
が
１
つ
で
は
な
い
問
題

に
対
し
て
、
生
徒
が
自
分
な
り
の
考
え
を

組
み
立
て
、
表
現
す
る
場
面
を
設
定
し
ま

し
た
。
そ
れ
が
、
生
徒
の
内
発
的
動
機
づ

け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
」（
宮
崎
先
生
）

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
を
さ
ら
に
深
い

思
考
に
導
く
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
日
本
史

で
は
、
糞
尿
処
理
の
失
敗
が
コ
レ
ラ
の
流

行
を
招
い
た
事
実
を
取
り
上
げ
、
自
分
が

そ
の
時
代
の
人
な
ら
ど
う
対
応
す
る
か
を

考
え
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
教
科

の
授
業
で
の
探
究
学
習
の
実
践
を
深
め
て

い
き
た
い
と
、
宮
崎
先
生
は
語
る
。

　「
教
科
学
習
で
は
、知
識
・
技
能
を
活
用

で
き
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
高
め
、『
総
合
探
究
』

で
は
、
各
教
科
・
科
目
で
培
っ
た
知
識
・

技
能
を
統
合
し
て
社
会
問
題
の
解
決
に
取

り
組
む
と
い
っ
た
よ
う
に
、そ
の
２
つ
は

両
輪
で
進
め
る
も
の
で
あ
り
、ど
ち
ら
も

欠
か
せ
な
い
も
の
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
は
、
ま
だ
誰
も
答
え
を
見
つ
け
ら
れ
て

い
な
い
課
題
で
あ
り
、多
様
な
視
点
で
こ

の
問
題
を
検
証
し
、そ
の
解
決
策
を
考
え

る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ

そ
今
、探
究
学
習
が
必
要
な
の
だ
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
」

＊２　話し合いの手法の 1 つ。参加者が小グループに分かれて話し合った後、指定の時間になったら各グループ 1 人を除いて、新しいグループを構成し、同じテーマで話し合う。 
その際、残った 1 人が前のグループで話し合った内容を新たなメンバーと共有する。そうしたグループワークを繰り返し、最後に最初のグループに戻って、それぞれが話し合っ 
てきた内容を共有する。 

1つの問題を
多様な視点で考えられた

３年生　古本彩乃

　１時間目に受けた地理の授業で、室谷先生から
「トイレはなぜ男女に分かれているのか？」と問わ
れて驚きました。今まで疑問に思ったことがなかっ
たからです。性には多様な見方があると知り、性
的マイノリティーに配慮したトイレのあり方は、
簡単には答えが見つからない課題だと思いました。
3 時間目の英語の授業で、1 時間目に日本史の授
業を受けた人の話を聞き、トイレのあり方は、性
の問題だけではなく、衛生面や文化など、多様な
視点から考える必要があることに気がつきました。
そうして考えていくうちに、元々関心のあったジェ
ンダーについてもっと知りたいと思うようになり
ました。ジェンダーについて調べ、トイレのあり
方について自分の考えを深めていこうと思います。

知識や考え方を持ち寄れば、
発想が広がることを実感

３年生　植田将
しょう

英
えい

　1 時間目の日本史の授業で、江戸時代には糞尿が
作物を育てる肥料として売買されていたことを初
めて知りました。ゴミを再利用するリサイクルや
リユースは、現代になって始まった仕組みではな
く、江戸時代から既に行われていたことに感動し
ました。3 時間目の英語の授業では、メンバーを換
えて話し合いをしましたが、同じテーマでも、み
んなが持つ知識や考え方は実に多様でした。例え
ば、ぬれた手を乾かすのは、ハンドドライヤーよ
りも紙のタオルを使う方が衛生的であるとか、簡
易トイレが日常的に使われている国があるといっ
たことは初めて知りました。多様な人の知識や考
え方を持ち寄れば、多角的に物事を見ることがで
き、問題解決への発想が広がると実感しました。

第２部　探究学習を広げる ─教科学習での実践や、外部連携の充実を目指して

生徒の 声 異
な
る
知
識
や
考
え
を
持
ち
寄
り
、

最
適
解
を
見
つ
け
出
す
場
面
を
設
定

授
業
の
工
夫

先
が
見
え
な
い
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、

探
究
学
習
が
必
要

今
後
の
展
望
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